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	腎臓病の診断・治療のため、当院に入院・通院された患者さんの診療情報と病理標本を用いた医学系研究に対するご協力のお願い
	研究責任者 所属　電子顕微鏡研究室　  職名　講師
	氏名　橋口　明典
	連絡先電話番号　03-5363-3764
	実務責任者 所属　電子顕微鏡研究室　　職名　講師
	氏名　橋口　明典
	連絡先電話番号　03-5363-3764
	このたび当院では、上記のご病気で入院・通院された患者さんを用いた下記の医学系研究を、医学部倫理委員会の承認ならびに病院長の許可のもと、倫理指針および法令を遵守して実施しますので、ご協力をお願いいたします。
	この研究を実施することによる、患者さんへの新たな負担は一切ありません。また患者さんのプライバシー保護については最善を尽くします。
	本研究への協力を望まれない患者さんは、その旨を「８ お問い合わせ」に示しました連絡先までお申し出下さいますようお願いいたします。
	１　対象となる方
	２　研究課題名
	承認番号 20150442
	研究課題名 デジタル画像解析技術を用いた腎生検組織の定量的評価法の確立
	３　研究実施機関
	慶應義塾大学医学部病理学教室・慶應義塾大学病院病理診断部
	共同研究機関   研究責任者
	東京歯科大学市川総合病院 坂巻　裕介
	オリンパス株式会社画像技術部 福西宗憲 (グループリーダー) 大塚武　堀内一仁　坂根勲
	大澤健郎　金子善興　山本洋子
	大日本印刷株式会社   梶村 陽一 荻野 芳彦 前田 晃宏 田中 豪
	杉山 徹 村山 雄亮
	既存試料・情報の提供機関 提供者
	IgA腎症の腎病理所見と予後の関連に関する多施設共同研究会※
	４　本研究の意義、目的、方法
	近年、慢性腎臓病は世界的な増加傾向にあります。その原因となる疾患を確定することが、慢性腎臓病に対する適切な治療や予防に繋がります。慢性腎臓病は腎生検組織を用いた病理診断により最終診断を確定しておりますが、本邦において関わる専門医師は不足しており、腎病理診断を支援する技術を開発することで、多くの患者の皆様に専門的で詳細な診断がなされる必要があります。
	この研究では、デジタル画像化した腎生検組織を画像解析アルゴリズムより定量化・分析することにより、腎病理診断を支援する技術の開発を目的としております。開発した技術が医師の助けとなり、多くの慢性腎臓病を有する患者さんに最善の医療を安定的に供給することが期待されます。
	５　協力をお願いする内容
	※ これまで、日本電気株式会社との共同研究を進めてきましたが、2019年4月をもって、オリンパス株式会社に変更させていただきます。日本電気株式会社については、2019年4月22日現在、患者さんの上記データは一切提供しておらず、今後とも提供することはありません。
	６　本研究の実施期間
	７　プライバシーの保護について
	4) なお連結情報は当院内のみで管理し、他の共同研究機関等には一切公開いたしません。
	８　お問い合わせ
	本研究に関する質問や確認のご依頼は、下記へご連絡下さい。
	実務責任者氏名：橋口　明典（はしぐち　あきのり）
	電話連絡可能な時間帯：月～金、9時～17時　以上

